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美
し
い
自
然
の
風
物

を
求
め
て
野
山
に
遊
ぶ

行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
ま
し
た
。
紅
葉
や
銀

杏
の
葉
は
鮮
や
か
な
秋
色
に
変
わ
っ

て
と
て
も
綺
麗
な
時
期
で
す
。
11
月

は
陽
暦
で
は
１
年
の
中
で
も
っ
と
も

気
候
の
変
化
が
少
な
く
、
穏
や
か
で

春
の
よ
う
な
暖
か
い
、
い
わ
ゆ
る
小

春
日
和
の
日
々
が
続
く
頃
に
あ
た
る

そ
う
で
す
。
た
だ
そ
の
一
方
で
別
名

霜
月
と
呼
ば
れ
、
文
字
通
り
寒
差
を

感
じ
る
時
期
で
も
あ
ま
す
。
月
の
後

半
に
な
る
に
つ
れ
、
寒
さ
は
増
し
、

コ
ー
ト
や
マ
フ
ラ
ー
姿
の
人
を
見
か

け
る
よ
う
に
な
り
、
暦
の
上
で
は
立

冬
も
向
か
え
、
寒
い
冬
が
目
前
で
あ

る
事
を
感
じ
る
月
で
す
。
体
調
管
理

に
は
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

12
月
19
日
（月）
・
12
月
31
日
（土）

1
月
1
日
（日）　
　

 

定
休
日

※
12
月
30
日
は
午
後
5
時
ま
で

特集特集

【お問い合わせ先】
天草旅行センター（取次店） ☎0969-23-2262

観光庁長官登録旅行業
第９３９号ＪＡＴＡ正会員

【旅行企画・実施、お問合せ・お申込みは】

株式会社  農協観光 熊 本 支 店
℡096-356-3131

熊本市中央区南千反畑町２-３　総合旅行業取扱管理者  嘉野浦 弘

ボ
ンド保証会員

国
土
交
通
大

臣登録　日本旅行
業協

会
正
会
員 一般社団法人日本旅行業協会

（ＪＡＴＡ）の正会員です。

旅行業公正取引
協 議 会 会 員

阿蘇くまもと空港（11：05）　　　　　那覇空港（12：40／13：40）

　　　　　石垣空港（14：45／15：15）　　　○米原ヤシ群落

　　　◎川平湾「グラスボード」　　　ホテル【泊】（17：40）
弁
夕

一

昼
夕

朝

昼
一

朝

日 観光

１

２

３

◎入場観光／○下車観光（施設内へは入場しません）／△お買い物 食事

全日空1867

全日空1773

ミシュラン三ツ星名勝地

ホテル（７：50）　　　石垣港（８：15）　　　　　　大原港（８：50）

◎仲間川遊覧船　　美原　　　◎由布島植物園（昼食11：00／12：40）

　　　　　　美原　　大原港（13：25）　　　　　　石垣港（14：15）

　　　ホテル【泊】（14：40）【石垣：ホテル日航八重山 泊】

ホテル（８：00）　　　○唐人墓　　◎みね屋工房　　◎石垣やいま村

　　○バンナ展望台　　　△石垣島ショッピングプラザ　　　　　

石垣空港（12：05／12：55）　　　　　那覇空港（13：55／15：30）

　　　　　 阿蘇くまもと空港（16：55）

高速船

高速船 高速船

全日空3746

全日空1868

水牛車

八重山上布・みんさ～織物 八重山家並み再現

夕食は石垣舞踊を見ながらご堪能ください 【石垣：ホテル日航八重山 泊】

３日間

◆募集人員／40名（最少催行人員20名様）
◆申 込 金／20,000円※旅行代金に充当します
◆食事条件／朝食２回、昼食３回、夕食２回（弁当含む）
◆募集締切／平成29年１月５日㈭
　　　　　　 ※但し定員になり次第締切ます
◆添 乗 員／同行し旅程管理業務を行います。
◆利用予定ホテル／石垣島 日航八重山（連泊）
※または同等クラスに変更になる場合がございます。

石 垣 島石 垣 島 西 表 島西 表 島 由 布 島由 布 島

満喫満喫八重山諸島八重山諸島予告版予告版

３島めぐり３島めぐり
旅行実施日（予告）

旅行代金

平成29年平成29年２月５日㈰～７日㈫
２月１３日㈪～１５日㈬

94,800円94,800円94,800円94,800円
大人お一人様２名１室利用・阿蘇くまもと空港起点大人お一人様２名１室利用・阿蘇くまもと空港起点

※詳しくはお近くのJAにお問い合わせください

※交通機関の都合により利用便・行程スケジュールが変更になる場合がござい
　ます。後日、改めて集合・解散地（及び時刻）をお知らせいたします。

イメージ

イメージ

　今年は天候にも恵まれ、両日ともに多くの来場者が訪れ賑わいま
した。開催にあたりまして、組合員の皆様を始め、地域の皆様、関係
団体の協力をいただき開催することが出来ました。誠にありがとう
ございました。　　　　　　　　　　　　　（2・3頁に関連記事）



▲もちつきの様子

▲日向ひよっとこ踊りの様子▲ものまねショーの様子

▲即売会の様子▲ビンゴゲームの様子

▲アンパンマンショーの様子

▲女性部演芸発表の様子▲玉入れの様子
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11
月
12
日（
土
）、
13
日（
日
）

に
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
本
店
で
、
「
が

ん
ば
ろ 

天
草
農
業
の
チ
カ
ラ
で

熊
本
を
元
気
に
！！
」
を
テ
ー
マ
に

ア
グ
リ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
、
天
草
広
域
本
部
、

天
草
市
、
Ｊ
Ａ
連
合
会
他
、
多
数

の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
久
保
組
合
長
が
「
天
草
農

業
の
素
晴
ら
し
さ
を
地
域
の
皆
様

に
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
き
、
青
壮

年
部
や
女
性
部
の
盟
友
と
供
に
地

域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
を
実
現

す
る
為
、
役
職
員
一
同
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
挨
拶

を
さ
れ
、
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
各
支
部
の
青
壮
年

部
に
よ
る
味
自
慢
コ
ー
ナ
ー
や
生

産
者
の
方
々
の
青
空
市
場
、
ア
グ

リ
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も
達

が
作
っ
た
新
米
な
ど
を
販
売
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
も
ち
つ
き
・
も
ち

な
げ
大
会
や
芸
能
シ
ョ
ー
、
支
部

対
抗
青
壮
年
部
・
女
性
部
に
よ
る

ゲ
ー
ム
大
会
、
大
人
気
の
ア
ン
パ

ン
マ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

特集特集
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和「
が
ん
ば
ろ
う 

天
草
農
業
の
チ
カ
ラ
で
熊
本
を
元
気
に
！！
」

Ｊ
Ａ
本
渡
五
和「
が
ん
ば
ろ
う 

天
草
農
業
の
チ
カ
ラ
で
熊
本
を
元
気
に
！！
」

第
28
回
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

第
28
回
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

園田　邦雄
金子　良二
松森　光祐
金子　　愛
鬼塚　猛信
松原　健之
佐藤　公人
吉田　満則
浦上五兵衛
喜多　清美
堤田　末徳
浦川　　満
岡部　聖美
松下　篤子
谷川　由次
山田　利雪
金子　和也

根菜類の部

葉菜類の部

果菜類の部

果実類の部

穀類の部

加工品の部

花卉花木の部

和牛の部

本渡北地区
御領地区
宮地岳地区
御領地区
楠浦地区
本渡北地区
志柿地区
下浦地区
楠浦地区
楠浦地区
御領地区
志柿地区
亀場地区
城河原地区
グリーントップ
枦宇土地区
御領地区

天草市賞・各部会長賞受賞者一覧表

農産物品評会農産物品評会
１１日（金）、農産物品評会が行われ、皆様が丹精
こめて作られた農産物や加工品、工芸品など９４８
点が出品され、厳正・公平に審査が行われました。
一等賞の中から特に素晴らしい作品には天草市賞
や各部会長賞を設け、表彰を行いました。結果は
次の通りとなります。

（敬称略）

Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動

ア
グ
リ
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
第
３
回
活
動

部　門 氏　名 地　区

▲挨拶をする久保組合長
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第
21
回
天
草
地
区
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会

親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
21
回
天
草
地
区
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会

親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
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受
賞
の
他
、
本
渡
五
和
で
８
本

の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
も
出
ま

し
た
。
「
ま
す
ま
す
腕
を
磨
か

れ
て
天
草
の
底
力
を
見
せ
て
ほ

し
い
」
と
県
大
会
へ
出
場
さ
れ

る
チ
ー
ム
に
激
励
を
し
、
「
素

晴
ら
し
い
健
康
を
維
持
し
な
が

ら
来
年
も
元
気
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
」
と
土
黒
佳
子
大
会
副

委
員
長
が
挨
拶
を
さ
れ
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
11
月
に
行
わ
れ

る
県
大
会
に
は
、
天
草
地
区
代

表
で
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
本

渡
五
和
か
ら
は
本
渡
北（
Ａ
）

チ
ー
ム
が
出
場
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
６
日（
木
）、
天
草
地

区
Ｊ
Ａ
金
融
協
議
会
が
主
催
す

る
第
21
回
天
草
地
区
Ｊ
Ａ
年
金

友
の
会
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
大
矢
崎
の
緑
地
公
園

で
開
催
さ
れ
、
本
渡
五
和
よ
り

９
チ
ー
ム
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ

て
空
は
晴
れ
渡
り
、
そ
よ
風
が

吹
く
な
か
で
参
加
者
は
元
気
良

く
ク
ラ
ブ
を
振
り
プ
レ
ー
さ
れ

ま
し
た
。
本
大
会
で
参
加
者
１

９
２
名
の
う
ち
本
渡
北（
Ｃ
）

の
山
下
ヨ
シ
エ
さ
ん
が
92
歳

で
、
最
高
齢
プ
レ
イ
ヤ
ー
賞
を

殻
な
ど
を
樋
廻
で
丁
寧
に
拾

い
、
約
１
時
間
の
清
掃
で
45

リ
ッ
ト
ル
の
ゴ
ミ
袋
が
次
々

と
い
っ
ぱ
い
と
な
り
、
回
収

し
た
ゴ
ミ
は
約
11
袋
分
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
活
動
は
、
下
浦

神
社
例
大
祭
前
に
来
場
者
に

気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
地
域
の
景
観
を

よ
り
良
く
す
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

10
月
11
日（
火
）に
本
渡
東

支
部
の
青
壮
年
部
員
と
本
渡
東

支
店
職
員
の
23
名
は
、
下
浦
町

の
国
道
・
旧
本
渡
東
支
店
周

辺
・
志
柿
町
公
民
館
周
辺
で
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
は
８
個
所
に
分
か

れ
て
１
時
間
程
度
行
い
、
参
加

者
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
に
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
や
た
ば
こ
の
吸
い

　

10
月
７
日
㈮
、
熊
本
県
立
天

草
拓
心
高
校
に
お
い
て
『
自
動

車
事
故
の
な
い
社
会
へ
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
熊
本
県
警
察
と

Ｊ
Ａ
共
済
連
の
共
催
で
「
Ｊ
Ａ

共
済
自
転
車
交
通
安
全
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
「
今
回
の

ス
タ
ン
ト
マ
ン
自
転
車
交
通
安

全
教
室
を
通
し
て
、
そ
の
人
の

人
生
を
一
瞬
の
う
ち
に
変
え
て

し
ま
う
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
、

交
通
ル
ー
ル
違
反
が
ど
れ
だ
け

危
険
で
あ
る
か
を
覚
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
久

保
組
合
長
が
開
催
挨
拶
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

同
高
校
で
は
、
全
校
生
徒
約

４
０
０
名
の
う
ち
多
く
の
生
徒

が
自
転
車
通
学
を
し
て
お
り
、

熊
本
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

察
し
、
災
害
後
の
現
状
に
つ
い

て
「
く
ま
も
と
よ
か
と
こ
案
内

人
の
会
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、

熊
本
城
の
今
の
現
状
を
目
の
当

た
り
に
し
、
受
講
生
よ
り
「
歴

史
的
価
値
あ
る
遺
産
の
惨
状
に

胸
が
痛
む
」「
私
た
ち
が
住
む

熊
本
の
シ
ン
ボ
ル
の
早
期
復
興

を
」
と
の
声
が
き
か
れ
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

話
で
は
、
震
災
後
が
内
外
か
ら

訪
れ
る
方
が
多
い
そ
う
で
、
関

心
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。

　

10
月
17
日（
金
）、第
３
回
女

性
大
学
「
日
帰
り
研
修
」
に
受

講
生
39
名
が
参
加
し
、
ホ
テ
ル

メ
ル
パ
ル
ク
で
洋
食
の
テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
ー
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
。
H
R
S
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

マ
ス
タ
ー
認
定
講
師
の
前
田
さ

ん
に
会
食
す
る
時
の
ル
ー
ル
や

心
得
、
ポ
イ
ン
ト
等
の
説
明
を

受
け
、
テ
ー
ブ
ル
に
ず
ら
り
と

並
べ
ら
れ
た
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー

ク
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
運
ば

れ
て
く
る
旬
の
地
元
食
材
を
美

味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
熊
本
城
を
視

第
３
回
女
性
大
学

　
「
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会
」

第
３
回
女
性
大
学

　
「
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会
」

Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動

集合写真

久保組合長

清
掃
活
動
の
実
施

清
掃
活
動
の
実
施

本
渡
東
支
部
の
青
壮
年
部
員
・
本
渡
東
支
店
職
員

Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動

 

11
月
１
日（
火
）、
本
渡
地
区

の
小
谷
さ
ん
が
所
有
す
る
竹
林

で
生
産
者
と
関
係
者
の
19
名
が

参
加
し
、
伐
竹
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
ず
初
め
に
、
天
草
広
域
本

部
林
務
課
よ
り
補
助
事
業
の
概

要
や
補
助
率
に
つ
い
て
や
平
成

28
年
度
た
け
の
こ
園
経
営
管
理

コ
ン
ク
ー
ル
の
概
要
と
応
募
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
喜
多
指
導
員
が
園
地

化
や
親
竹
の
本
数
、
伐
竹
の
選

定
な
ど
の
仕
方
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

熱
心
に
説
明
を
聞
き
、
メ
モ
を

取
る
な
ど
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

こ
の
講
習
会
は
、
若
く
健
康

な
竹
を
残
し
親
竹
と
す
る
た
め
、

５
年
生
以
上
の
老
齢
の
竹
を
伐

竹
し
竹
林
に
整
え
る
た
め
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。

荒
尾
警
部
か
ら
の
交
通
ル
ー
ル

に
つ
い
て
の
講
話
に
、
生
徒
達

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
講
話
後
、
交
通
安
全
の
危

険
性
を
模
擬
体
験
し
て
も
ら
う

た
め
、
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る

交
通
事
故
の
再
現
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
自
転
車
の
２
人
乗
り
運

転
や
傘
さ
し
運
転
、
自
転
車
と

自
動
車
事
故
の
様
子
を
生
徒
達

は
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
、

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感

し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
と
Ｊ
Ａ
共
済

連
は
、
今
後
も
地
域
に
貢
献
す

る
活
動
を
関
係
機
関
の
協
力
の

も
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
と
天
草
警
察

署
は
10
月
19
日
㈬
、
北
原
町
の

国
道
３
２
４
号
線
で
交
通
安
全

と
事
故
防
止
の
呼
び
掛
け
を
行

い
ま
し
た
。
呼
び
掛
け
は
、
Ｊ

Ａ
職
員
と
天
草
警
察
署
員
の
21

名
が
参
加
し
、
管
内
で
収
穫
し

た
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ（
１
袋
３

０
０
ｇ
入
り
）の
袋
に「
交
通
事

故
ゼ
ロ
の
願
い
を
こ
め（
米
）

て
」と
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
た
新
米

と
「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」、

「
反
射
材
の
活
用
」
と
書
か
れ

た
「
ひ
の
く
に
ピ
カ
ピ
カ
運

動
」と「
自
動
車
共
済
お
見
積

も
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
チ
ラ

シ
、
く
ま
モ
ン
の
反
射
タ
ス
キ

な
ど
を
準
備
。
通
行
中
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
手
渡
し
て
事
故
防
止

と
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
用
意
し
た
新
米
２
０
０
袋

は
、
約
30
分
程
で
終
了
し
声
を

か
け
ら
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

職
員
の
声
に
耳
を
傾
け
「
安
全

運
転
に
努
め
ま
す
」
と
新
米
を

受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
は
、
く
ら
し
の

活
動
の
地
域
貢
献
活
動
と
し
て

天
草
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、

交
通
事
故
の
減
少
と
地
元
の
新

米
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
始
め

て
今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

願
い
を
こ
め（
米
）、交
通

安
全
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
を
実
施

自
転
車
交
通
安
全
教
室

開
催

伐
竹
講
習
会

喜多指導員

▼最高齢プレーヤー賞
（山下ヨシエさん）

▲プレー中

▲参加チーム

テーブルマナー講習会の様子
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　今年度も使用時期となりました。加温機・
レタス包装機の点検を行っておりますので、
点検をご希望の方は、農機センターまたは各
支店へお申込みください。

農機センターよりお知らせ

【レタス】
　収穫間近になっています。採りおくれのない
よう適期収穫に努めてください。なお、防除基
準を厳守し散布を行ってください。
・斑点細菌病、軟腐病、腐敗病
　キノンドーフロアブル　1,000倍（21日／5回）
　ナレート水和　　　　1,000倍（21日／2回）
　（収穫間際のものには散布しない）
・灰色カビ病、菌核病
　ロブラール水和
　1,000～1,500倍（14日／３回）
　スミブレンド水和
　1,000～2,000倍（7日／5回）
■オオタバコガ、ハスモンヨトウ、ナモグリバエ
　トルネードフロアブル　２，０００倍（7日／2回）
　アファーム乳　1,000～2,000倍（3日／3回）
　フェニックス顆粒水和
　2,000～4,000倍（前日／2回）
　使用基準を厳守してください。

【タカナ】
　適期定植を行いましょう。病害虫防除は基準
を厳守し散布してください。年内に縁腐れ症の

予防を行いましょう。
・斑点細菌病、緑腐れ病
　コサイドボルドー　　1,000倍
　クレフノン　　　　　  100～200倍
　１型の追肥は１２月１０日
　２型の追肥は１２月２０日　

を中心に

　燐硝安加里S646を１０ａ当り２０㎏散布しまし
ょう。

【バレイショ】
　種いもを受け取ったら、ただちに開封し、浴
光処理を行ってください。
浴光処理…植え付けまでの間、種イモを日光に

当て、長さ１㎝前後の太く短いしま
った芽を育ててください。

■空胎防除　12月13日㈫予定
■子牛注射　本渡12月19日㈪・20日㈫
　五和12月21日㈬・22日㈭・26日㈪

　牛が快適に感じる温度は15～25℃といわ
れています。エネルギー消費量を抑えて環境
に順応できる温度帯は、５～30℃とされま
す。子牛は低温に対する耐性が弱く、寒冷ス
トレスを受けやすくなっており、月平均気温
が10℃を下回った季節からエネルギー消費
量が増加します。
　子牛には保温対策が有効ですが、保湿対策
が疾病の原因にもなることがあります。牛舎
を閉め切るとウイルスや細菌の増加につなが

り、疾病の感染拡大が起こりやすくなります。
　そのため、冬場でも換気が重要となります。
天気が良く、風がない日にはカーテンは全開
にし、風が多少あっても牛に直接当たらない
ように、牛舎の上半分だけ解放させたり、空
模様を見てカーテンを閉めるなどの細やかな
対応が必要となります。
　また、冬場は寒さでエネルギー要求量が増
加しているので飼料をより多く摂取する必要
があり、不足すれば体重減少、さらには疾病
につながります。対応策として離乳の目安を
引き上げましょう。例えば、通常人工乳を１
㎏摂取可能になった場合に離乳させていたも
のを、1.2㎏程度まで哺育期間を延長します。
　重要なのは、離乳直後にどれだけ固形飼料
を食べられるか、十分量のエネルギーを得ら
れるかです。

畜　　産

作　　物野　　菜

冬場の事故低減について

加温機・レタス包装機の点検

ＪＡ農機センター（五和）☎34－0163

混用）
）

平成27年度
合　 計（袋）
比　 率（％）

1　等
7,077
72．7％

2　等
2,328
23．9％

3　等
２２８
 ２．３％

規格外
102
 1.1％

合計（袋）
9,735

平成28年度
合　 計（袋）
比　 率（％）

1　等
５，０２３
54.6％

2　等
３，０４７
33.1％

3　等
１，０９５
11.9％

規格外
27 
0.3％

合計（袋）
９，１９２

　　　　　　【小　麦】　　　　　【大　麦】
品　種　シロガネコムギ　　　　　はるしずく
は　種　11月下旬～12月上旬　　11月中旬～下旬
は種量　10ａ当り６㎏～７㎏　　　　　〃
■平成27年度・平成28年度  早期玄米集荷実績、玄米検査結果比較

　天草営農組合は、１１月３日から下浦町で飼
料用米の収穫を始め、ＳＧＳ加工を行いました。
　同組合員５名程でコンバイン２台と飼料用米
粉砕機を使いフレコンバックに詰め込みを行い
ました。粉砕機に掛けた飼料用米は、発酵させ
るために糖蜜を入れ、空気を抜くため踏み固め
て圧縮させ大体５００㎏に調整。３～４日で収
穫を終え、総量49袋の全量を契約の畜産農家
へと供給を行います。
※ＳＧＳ（ソフトグレインサイレージ）とは、収
穫した飼料用
米を乾燥せず
に密閉保存し
て、サイレー
ジ化したもの
です。

営農組織だより営農組織だより
「飼料用米の収穫」

第１回目　研修会開催

　五和町の小田豊さんは、10月27日㈭に、五
和小学校３年生の67名に、９月に行った種ま
き体験に続いて畑に苗を植える定植の指導を行
いました。小田さんはレタスの植え方について、
「深く植えすぎるとレタスの形が悪くなるので、
子葉が地表に出るくらいに浅く植えてくださ
い」と注意点を説明した後、生徒達と９月23
日に種まきをした苗、７０００本のうち約４００本
を畑に植え付けました。前日までの雨で地面が
柔らかくなっており、ぬかるみの少ない端の方
から黒マルチの植穴に慣れない手つきで苗の植

え付けを行いまし
た。体験後、生徒
たちは「黒いマル
チを張るのはどう
してなのか」など
の質問や、「植えるのが難しかったけど楽しかっ
た、また体験をしたい」などと感想を話しまし
た。小田さんは、多くの質問にひとつひとつ答
えた後、今後は残りの苗を植え付け、消毒に気
を付けて管理を行っていきますと話されました。
※次回は、２月に収穫とレタスのラップがけ体験を行う予定です。

「レタスの定植体験」指導を行う
食農
体験

　ＪＡ本渡五和営農組織連絡協議会は10月18
日㈫、楠浦営農組合において第１回農業機械研
修会を開き、営農組織や農協、メーカーから関
係者30人が参加しました。
　研修会は、農機車輌センターの職員がコンバ
イン使用時の危険箇所やメンテナンスの方法を
説明し、鬼塚会長が一番多い事故の例や事故を
起こさないために気をつけている事項等を話さ
れました。このほか、草刈り機のメーカー担当
者が、使用される上での注意事項やメンテナン
ス、エンジンオイル等の管理方法について説明
が行われました。参加者からは「始めに使うと
きは試運転をした方が良いのか」、「一番多い故
障の原因は何か」等の質問にメモを取りながら、
知識を深められました。最後に松下副会長が
「今回の研修会を今後の作業に役立ててほし
い」と閉会の挨拶を述べられ終了しました。
　次回、２回目の研修を２月に予定しています。

営 農

情 報

営 農

情 報

営 農

情 報

平成28年11月 営農情報平成28年11月 営農情報平成28年11月 営農情報平成28年11月 営農情報
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※２ 申請者本人が死亡された場合については、継承手続きが
必要ですので必ず相続人の方がＪＡ本店営農課、もしくは天
草市農業再生協議会（市役所別館内）で申請変更を行ってい
ただきますようお願いいたします（交付金が受けられません）。

※１ 平成29年に収穫するイタリアン・エン麦等は、本年度
の交付金には計算されませんのでご注意ください。また、
全ての作業に昨年度同様作業日誌を提出していただくこ
ととなっていますので、全作業終了されましたら最寄り
のＪＡ窓口へ提出してください。

平成２8年度 経営所得安定対策加入者の皆様へ
　  補助金の種類

米の直接支払交付金

水田活用の
直接支払交付金

産地交付金
（野菜・景観・地力）

耕畜連携
（堆肥の還元等）

支払単価（円/１０a）

7,500円

飼料稲　　８０，０００円
飼料作物　３５，０００円
飼料米　55,000～ 　

105,000円

野菜　　 　16,000円
景観・地力 　8,000円

１３，０００円

支払時期 

28年１２月

28年１２月

29年１月

28年12月
29年３月

29年３月

　平成２８年度経営所得安定対策の交付金が右表
の通り支払が行われる予定ですが、農業再生協
議会（市）への提出書類等が未提出にならないよ
うにご注意ください。
■お問い合わせ
・ＪＡ本店営農課
　担当　坂本・小林　　　　　☎２３―２２３１
・天草市農業再生協議会
　担当　田中・松下・小松　　☎２２―２３２３

　平成28年10月29日、本店第３会議室にお
いて理事会が開催され、次の議案が審議・承
認されました。
報告事項
平成28年度上半期事業実績について
第１号議案　法人団体借入申込みについて
第２号議案　法人団体貸出条件変更について
第３号議案　ＪＡ貯金「農業復興応援キャン

ペーン2016」の実施に伴う上
乗せ金利の取扱いについて

第４号議案　総代選挙に伴う管理者及び立会
人の承認について

第５号議案　株式会社ほたるの里城河原への
外部出資について

第６号議案　農事組合法人本町営農組合への外
部出資について

報告事項
１．平成28年度上半期内部監査報告について
２．内部監査の品質評価結果報告について
３．平成28年度上半期自主検査報告について
４．事務ミス等の発生状況について
５．余裕金運用の状況について
６．有価証券評価損益管理報告について
７．法人団体借入枠設定期間及び残高について
８．延滞債権報告について
９．資産経営計画に係る今後のスケジュール等

について
10．農機センターの人員体制について

からのおしらせ

年1.80％
変動金利

固定金利型

固定金利型

※金利は９月１日現在

※条件については各支店窓口までお問い合わせください。

キャンペーン基準金利 条件を満たすとさらに引下げ
ＭＡＸ△0.3％

JA教育ローン

年1.65％

年1.7％年2.0％
変動金利型 年1.4％年1.7％

希望キャンペーン

生活応援キャンペーン秋 2016

ＪＡマイカーローン

※キャンペーン金利適用には条件があります。
　各支店窓口までお問い合わせください。

キャンペーン期間
平成28年９月1日～平成29年４月28日

ＬＬ商品特別販売のご案内ＬＬ商品特別販売のご案内
実施期間：平成28年11月１日～12月21日まで実施期間：平成28年11月１日～12月21日まで

熊本県酪農業協同組合連合会

新商品！

挽きたての厳選豆をブレンドした
コーヒーとたっぷりのミルクがお
いしいカフェラテです。
挽きたてコーヒーのキレと苦みが
引き立つ、大人向けの甘さ控えめ
な味わいです。
阿蘇山麓産牛乳100％使用。
ホットベンダー対応商品。

「カフェラテスペリオーレ」
～おねだん（単品／ケース販売価格）～
２５０ｍℓ×２４本入 ２，２５０円（税込）
２００ｍℓ×２４本入 ２，１００円（税込）
１０００ｍℓ×６本入 １，６５０円（税込）

ＪＡ本渡五和様限定の特別企画
１度に２ケース以上ご注文の方には１度に２ケース以上ご注文の方には
大阿蘇かりんとう　１袋大阿蘇かりんとう　１袋

プレゼント！プレゼント！ご注文は各支店まで
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